
新米を載せたトラック第１便の見送り

湯川米湯川米

９月定例会等提出議案審議 ……… Ｐ１〜４
一般質問（８議員が村政を問う）… Ｐ５〜12
中央要望の実施・編集後記  ……… Ｐ13

表紙：令和８年度ふるさと納税出発式

主 な 内 容

▲10月16日（金）にJA会津よつば農業
協同組合湯川カントリーエレベー
ター前で、令和８年度ふるさと納税
の返礼品である新米を全国に届ける
出発式が行われました。

　式には福テレ気象予報士で今年から
本村の「お米大使」となった斎藤さ
んや、ふくしまライシーホワイトの
岡部さんも駆けつけ、イベントに華
を添えて頂きました。

令和８年

11月１日発行
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福テレ気象予報士で
湯川村お米大使の

斎藤さん
佐野村長 ふくしまライシーホワイトの

岡部さん
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令和７年度
一般会計
決　算

令和７年度の決算

（※決算統計における普通会計の数値であり、一般会計の決算額とは若干異なります。）

普通会計（村の家計簿）
　自分（村）で稼いだ収入（表中収入の○）は、11億2,021万2千円であるのに、生活に必

要なお金（支出）は31億5,497万1千円かかる。残りの約21億5,000万円は親からの仕送り

（主に国からのお金）が頼りとなっているのが村の現状です。

歳入 〔収入〕 歳出 〔支出〕

１年間の支出合計１年間の収入合計
32億7,100万9千円 31億5,497万1千円

21億5,079万7千円

地方交付税・国県支出金（補助金）など

【親からの仕送り】 7億7,392万5千円

13億224万4千円

2億1,666万4千円

6,428万4千円

1億6,077万4千円

1億9,958万9千円

6,576万円

400万円

3億6,773万1千円

3億8,401万6千円

○村　税

【給　料】

物件費・補助費など
【水道光熱費・日用品の購入】

人件費
【食　費】

扶助費
【医療費・養育費など】

維持補修費
【家・車等の修理代など】

他会計への繰出金
【子どもへの仕送り】

積立金
【貯　金】

普通建設事業費
【家屋の増改築など】

投資・出費・貸付金
【生命保険など】

公債費
【ローンの返済】

【パート収入】
○負担金・使用料・手数料など

3,602万9千円

【不動産収入】
○財産収入

434万8千円

【その他の収入 ・ 貯金引出 ・ 去年の残金】
○寄付金・繰入金・繰越金・諸収入

6億3,061万9千円

【金融機関からの借入】
○村　債

6,520万円

村の会計を家庭の家計簿に例えると…

９月
定例会

　９月定例会が９月10日から17日までの８日間の会期で開催されました。
　村長から提出された令和７年度各会計の決算認定をはじめ、補正予算や人事案件など、15件が審議され
ましたが、一般会計決算において議員から、「村長の公用タクシーの使い方に疑義がある」との指摘があ
り、採決に至る前に討論が行われました。討論後採決に移り、賛成３、反対５で不認定となりました。村
では、このことを重く受け止め、公用タクシー券の使用規定を速やかに見直し、適正な運用に向けて改善
するとのことです。
　また、14日、15日の２日間行われた一般質問には、８名の議員が登壇し佐野村政について問いました。

令和７年度 一般会計決算不認定！
～令和７年度各会計の決算状況～

　令和７年度湯川村一般会計歳入歳出決算の認定について、反対の立場から討論いたし
ます。
　疑義は、令和８年３月19日の湯川村議会懇談会終了後、２次会に行き、その後、公用
タクシーに乗車し、村長が自宅前で降車後も、村長以外の者が公用タクシーに引き続き
乗車し、王領で降車した事実にあります。２次会終了後も、公用タクシーの利用が村の
公務として必要だったのか。また、その費用を村が負担する根拠が明確なのか疑問が残
ります。公用タクシーは公務のために使用されるものであり、利用目的、利用者、必要
性を明確に説明しなければならないと思います。
　公務に必要のない利用であれば、本来負担する必要のなかった費用を村が支出したこ
とになります。私は議員として、公金の支払いを監視、疑問のある支出について説明を
求めることは重要な責務だと思っております。決算認定は、帳簿上の数字だけでなく、
行政運営と財政執行が、適正だったのかを、議会として判断するものであります。
　以上の理由から、令和７年度湯川村一般会計歳入歳出決算の認定に反対いたします。

伊藤 幸喜
議員

反対討論

　令和７年度、湯川村一般会計決算の認定について、賛成の立場から討論いたします。
本決算は、限られた財源の中で、住民福祉の向上と、必要な行政サービスの維持に努め
たものと評価します。
　また、各事業の執行についても概ね適切に執行されており、一定の成果が認められま
す。
　なお、事業の検証や執行精度の向上など、今後の課題はありますが、決算全体として
は、財政調整基金の取崩しを抑えるなど、妥当な財政運営がなされたものと判断し、本
決算の認定に賛成いたします。三澤 榮三

議員

賛成討論

討論の内容討論の内容

令和７年度湯川村各会計の決算状況（下水道事業除く） （単位：千円、%）

歳　入 歳　出 議決の内容金　額 前年度比較 金　額 前年度比較
一 般 会 計 3,272,565 101.8% 3,156,539 101.9% 反対多数により不認定
特 別 会 計 857,446 815,501
国 民 健 康 保 険 325,898 104.4% 313,297 101.3% 全員賛成により認定
介 護 保 険 479,619 98.9% 450,576 101.5% 全員賛成により認定
後期高齢者医療保険 51,306 122.7% 51,018 122.9% 全員賛成により認定
墓 地 事 業 623 514.9% 610 628.9% 全員賛成により認定
会　計　合　計 4,130,011 3,972,040

　村長が村議会との懇談会後、一部の議員と２次会に行き、タクシー券（公用）を使って帰
宅する際に同乗した村議を村長自宅よりも遠くへ送り届けたことや、２次会が公務として適
正かどうかが問題視され、結果的に反対多数で不認定となりました。
※不認定になったからといって、決算や支出が無効となる訳ではありません。

　村長が村議会との懇談会後、一部の議員と２次会に行き、タクシー券（公用）を使って帰
何故不認定になったの？何故不認定になったの？
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令和７年度の決算

（※決算統計における普通会計の数値であり、一般会計の決算額とは若干異なります。）

普通会計（村の家計簿）
　自分（村）で稼いだ収入（表中収入の○）は、11億2,021万2千円であるのに、生活に必

要なお金（支出）は31億5,497万1千円かかる。残りの約21億5,000万円は親からの仕送り

（主に国からのお金）が頼りとなっているのが村の現状です。

歳入 〔収入〕 歳出 〔支出〕

１年間の支出合計１年間の収入合計
32億7,100万9千円 31億5,497万1千円

21億5,079万7千円

地方交付税・国県支出金（補助金）など

【親からの仕送り】 7億7,392万5千円

13億224万4千円

2億1,666万4千円

6,428万4千円

1億6,077万4千円

1億9,958万9千円

6,576万円

400万円

3億6,773万1千円

3億8,401万6千円

○村　税

【給　料】

物件費・補助費など
【水道光熱費・日用品の購入】

人件費
【食　費】

扶助費
【医療費・養育費など】

維持補修費
【家・車等の修理代など】

他会計への繰出金
【子どもへの仕送り】

積立金
【貯　金】

普通建設事業費
【家屋の増改築など】

投資・出費・貸付金
【生命保険など】

公債費
【ローンの返済】

【パート収入】
○負担金・使用料・手数料など

3,602万9千円

【不動産収入】
○財産収入

434万8千円

【その他の収入 ・ 貯金引出 ・ 去年の残金】
○寄付金・繰入金・繰越金・諸収入

6億3,061万9千円

【金融機関からの借入】
○村　債

6,520万円

○村　税

○負担金・使用料・手数料など

　自分（村）で稼いだ収入（表中収入の○）は、11億2,021万2千円であるのに、生活に必

村の会計を家庭の家計簿に例えると…

令和７年度下水道事業会計の決算状況 （単位：千円）

収益的収支（下水道事業の経営活動に伴い発生する収支） 議決の内容
収益的収入 247,998 収益的支出 232,053

全員賛成により
認定資本的収支（施設をつくるための収支）

資本的収入 61,166 資本的支出 99,200
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第583回定例会における主な議案の内容

令和８年度 湯川村一般会計補正予算（第３号）の主な内容について

議員提出議案として２議案を提出し、いずれも満場一致で可決！
議員提出議案第６号
「18歳以上の中等度難聴者の補聴器購入に対する公的助成制度の創設を求める意見書」
　日本年金者組合両沼支部からの加齢性難聴者を対象とした補聴器購入に対する公的助成制度の
創設等の請願について、18以上の中等度難聴者まで拡充した形で上程し、満場一致で可決されま
した。

議員提出議案第７号
　「稲作農業の持続可能な発展と米の生産費を下回らないようにする所得補償制度の確立を求める意見書」
　一般質問でも多くの議員から問われました「米価の大幅な下落問題」について、７月の農林水産
大臣への要望活動に続き、改めて所得補償制度の確立を求める意見書であり、満場一致で可決され
ました。
　要望事項	 ・米の生産費を下回らないようにする所得補償制度の法制化
	 ・概算金半減に伴う緊急経営安定支援の実施
	 ・地域を支える多様な担い手・家族経営への手厚い下支え
	 ・政府備蓄米等の計画的な運用による需給と米価の安定的維持

事　業　名 補正予算額
（千円） 内　　　　容

多面的機能支払交付金
（長寿命化）補助金 16,363

農業施設（水路や農道など）の長寿命化を図るために使
用される補助金について、国から交付されることに
なったため計上されました。

コミュニティバス修繕費 1,500 コミュニティバスのエンジン関連部分に不具合が生じた
ため、修繕する必要があるため計上されました。

補装具交付・
修理事業扶助費 1,333 障がい者が利用する補装具の交付や修理に関する補助の

活用件数が増加したため計上されました。

◆
決
算
審
査
意
見
書
の
提
出
◆

　

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
決
算
は
計
数
等
に
誤
り
な

く
会
計
経
理
は
概
ね
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
た
。

　

歳
入
に
お
け
る
村
税
全
体
の
徴
収
率
は
前
年
度
よ
り	

0.1
％
高
い
99
・
４
％
で
努
力
の
成
果
が
見
受
け
ら
れ
た
。

物
価
高
騰
等
の
厳
し
い
状
況
下
で
あ
る
が
、
自
主
財
源
の

確
保
の
た
め
、
徴
収
強
化
と
不
能
欠
損
処
分
額
が
極
力
少

な
く
な
る
よ
う
対
応
さ
れ
た
い
。

　

各
会
計
の
契
約
事
務
に
つ
い
て
は
、
随
意
契
約
が
多
く

見
受
け
ら
れ
た
。
適
正
な
契
約
金
額
と
な
る
よ
う
、
予
定

価
格
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
十
分
精
査
し
な
が
ら
執
行

し
、
経
費
節
減
に
努
め
る
こ
と
。

　

ま
た
、
各
種
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
今
後
益
々
厳
し
く

な
る
財
政
状
況
を
十
分
に
考
慮
し
、
慣
例
に
囚
わ
れ
る
こ

と
な
く
「
ス
ク
ラ

ッ
プ
」
を
確
実
に

推
進
し
、
対
象
と

な
る
事
業
や
金
額

の
見
直
し
を
図
る

こ
と
。

　

施
策
と
財
政
の

バ
ラ
ン
ス
を
十
分

に
考
慮
し
、
将
来

に
向
け
た
安
定
し

た
行
政
サ
ー
ビ
ス

継
続
を
求
む
。
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番号
件　　　　　　　　　　　　　名 賛否

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

髙
木
則
夫

神
田
武
宜

廣
川
文
夫

伊
藤
幸
喜

片
桐
英
子

篠
竹
正
弘

斎
藤
賢
一

三
澤
榮
三

高
倉
好
博

45
令和７年度湯川村一般会計歳入歳出決算の認定

について
不認定 〇×××××○○

議
長

46
令和７年度湯川村国民健康保険特別会計歳入歳

出決算の認定について
認定 〇○○○○○○○

議
長

47
令和７年度湯川村介護保険特別会計歳入歳出決

算の認定について
認定 〇○○○○○○○

議
長

48
令和７年度湯川村後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算の認定について
認定 〇○○○○○○○

議
長

49
令和７年度湯川村墓地事業特別会計歳入歳出決

算の認定について
認定 〇○○○○○○○

議
長

50
令和７年度湯川村下水道事業会計剰余金の処分

及び決算の認定について
認定 〇○○○○○○○

議
長

51

福島県特定事業活動振興計画に基づく湯川村村

税の特例に関する条例の一部を改正する条例に

ついて

認定 〇○○○○○○○
議
長

52 令和８年度湯川村一般会計補正予算（第３号） 可決 〇○○○○○○○
議
長

53
令和８年度湯川村国民健康保険特別会計補正予

算（第２号）
可決 〇○〇○○○○○

議
長

54
令和８年度湯川村介護保険特別会計補正予算

（第２号）
可決 〇○〇○○○○○

議
長

55
令和８年度湯川村後期高齢者医療特別会計補正

予算（第２号）
可決 〇○○○○○○○

議
長

56
令和８年度湯川村墓地事業特別会計補正予算

（第１号）
可決 〇○○○○○○○

議
長

57
湯川村教育委員会委員の任命につき同意を求め

ることについて
同意 小野　宏美 氏（北田）

議員

提出

６

18 歳以上の中等度難聴者の補聴器購入に対する

公的助成制度の創設を求める意見書
可決 〇○○○○○○○

議
長

議員

提出

７

稲作農業の持続可能な発展と米の生産費を下回

らないようにする所得補償制度の確立を求める

意見書

可決 〇○○○○○○○
議
長

＊「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、議長は議決に加わらないため議長裁決以外は「議長」と表記。

第583回 ９月定例会における議員の賛否の公表
（湯川村議会基本条例第４条６項に基づき公表いたします。）
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一
般
質
問

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

質
問

稲
作
を
中
心
と
し
た

農
業
の
持
続
可
能
性
に

つ
い
て
、
選
択
と
集
中
の
概
念

で
今
後
重
要
と
認
識
し
て
い
る

取
り
組
み
は
何
か

村
長
　

取
り
組
み
と
し
て
、

「
直
播
栽
培
」「
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
」
に
よ
る
低
コ
ス

ト
、
省
力
化
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ン

ド
米
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
が

挙
げ
ら
れ
る
。

質
問

ブ
ラ
ン
ド
化
で
は
、

昨
年
高
評
価
の
体
験
会

な
ど
が
、
今
年
度
に
入
っ
て
ス

ト
ッ
プ
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
ど
う

検
証
し
て
い
る
の
か

村
長
　

確
か
に
３
ヵ
年
の
事

業
の
検
証
は
必
要
と
考

え
る
。
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
に
お

い
て
特
に
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
は

好
評
で
あ
っ
た
。
今
後
は
、
新

米
祭
の
稲
刈
り
体
験
を
通
し
て
、

関
係
人
口
の
増
加
に
努
め
て
い

く
。

質
問

農
業
を
村
の
人
口
・

地
域
づ
く
り
と
ど
う
結

び
付
け
て
い
く
の
か

村
長
　

本
村
の
農
業
は
、
イ

ン
フ
ラ
・
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
や
防
災
機
能
を
維
持

す
る
た
め
の
重
要
基
盤
。
本
村

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
関
係

人
口
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

【
意
見
】

二
地
域
居
住
の
方
々
も
含
め
、

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

は
ど
う
か

村
長
　

今
後
は
ふ
る
さ
と
住

民
登
録
制
度
が
本
格
化

し
て
い
く
。
二
地
域
居
住
の
方

を
含
め
、
前
向
き
に
検
討
し
て

い
く
。

質
問

村
の
農
業
振
興
ビ
ジ

ョ
ン
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
活
用
目
標
が
低
い
。
在
京
湯

川
会
で
若
手
が
増
加
。
こ
う
い

っ
た
方
々
を
巻
き
込
ん
で
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
活
用
を
は
か
っ
て
は
ど
う

か村
長
　

今
後
、
在
京
湯
川
会

の
活
動
の
中
に
是
非
本

村
の
活
性
化
・
Ｐ
Ｒ
に
関
す
る

事
業
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。

質
問

計
画
は
ど
の
よ
う
な

成
果
を
目
指
し
て
実
行

し
て
い
く
の
か

教
育
長
　

振
興
計
画
に
お
け

る
統
合
小
学
校
の
整

備
は
、
本
村
の
未
来
を
創
る
極

め
て
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

小
中
一
貫
型
の
整
備
を
進
め
、

困
難
を
乗
り
越
え
成
長
す
る
力

を
育
て
る
学
校
を
目
指
し
た
い
。

質
問

統
合
小
学
校
の
施
設

整
備
を
村
づ
く
り
に
ど

う
活
用
す
る
か
に
つ
い
て
伺
う

教
育
長
　

学
校
の
統
合
は
、

単
な
る
教
育
施
設
の

整
備
に
留
ま
ら
ず
、
本
村
の
未

来
を
見
据
え
た
「
村
づ
く
り
」

政
策
そ
の
も
の
と
連
動
し
て
実

施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
具

体
的
に
は
、「
地
域
と
共
に
創
る

学
校
」
、
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
核
及
び
防
災
拠
点
と
し
て
の

機
能
強
化
」
、
「
若
者
定
住
・
移

住
促
進
な
ど
の
「
村
づ
く
り
政

策
」
と
の
連
動
」
、
「
統
合
後
の

既
存
校
舎
（
跡
地
）
の
有
効
活

用
」
の
４
つ
の
視
点
か
ら
活
用

を
目
指
し
て
い
く
。

質
問

郷
土
学
習
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど

の
よ
う
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

て
い
く
の
か
伺
う

教
育
長
　

郷
土
学
習
活
動
を

経
験
す
る
こ
と
に
よ

り
、
湯
川
村
の
風
景
、
人
々
の

温
か
さ
を
、
記
憶
の
中
に
強
く

と
ど
め
将
来
の
湯
川
村
を
力
強

く
発
信
す
る
担
い
手
の
育
成
に

つ
な
が
る
。

質
問

基
本
構
想
の
提
示
が

９
月
か
ら
11
月
に
変
更
。

進
捗
の
遅
れ
に
、
注
意
が
必
要

で
あ
る
。
進
捗
状
況
に
関
し
て

の
検
証
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
伺
う

教
育
長
　

今
後
の
進
捗
に
つ

い
て
は
、
教
育
委
員

会
、
そ
れ
か
ら
整
備
委
員
会
、

様
々
な
部
分
で
基
本
構
想
、
基

本
計
画
、
基
本
設
計
と
進
ん
で

い
く
が
、
そ
の
都
度
、
村
民
の

皆
様
に
、
内
容
に
つ
い
て
お
示

し
で
き
る
よ
う
に
、
当
初
の
計

画
に
従
っ
て
進
め
て
い
く
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

第
６
次
湯
川
村
振
興
計
画
と

統
合
小
学
校
整
備
を
核
と
し

た
村
づ
く
り
に
つ
い
て

神
田
　
武
宜

▲ 稲穂の風景▲ 稲穂の風景



○6 ゆ が わ 議 会 だ よ り 第139号

村
政
を
問
う

一
般
質
問

９
月
定
例
会

議
員

  

一
般
質
問

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

質
問

早
場
米
の
概
算
金
は
、

公
益
社
団
法
人
米
穀
安

定
供
給
確
保
支
援
機
構
の
米
の

コ
ス
ト
指
標
に
よ
る
生
産
費
２

万
５
３
５
円
を
大
き
く
下
回
り
、

米
農
家
は
資
材
高
騰
も
あ
り
赤

字
に
な
る
と
の
危
機
感
が
広
が

っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
に
つ
い

て
、
村
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、

対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
伺
う

村
長
　

２
０
２
６
年
産
米
に

お
け
る
各
地
の
Ｊ
Ａ
で

概
算
金
が
コ
ス
ト
指
標
を
下
回

る
水
準
で
提
示
さ
れ
た
こ
と
は
、

本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
事
態

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
コ
ス
ト
指

標
と
の
乖
離
」
や
、「
需
要
と
供

給
の
不
均
衡
」
に
つ
い
て
は
、

国
の
政
策
や
全
国
的
な
市
場
動

向
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、

本
村
の
限
ら
れ
た
財
政
に
お
い

て
、
直
接
的
な
価
格
補
填
や
、

赤
字
の
埋
め
合
わ
せ
と
い
っ
た

対
策
を
行
う
こ
と
は
非
常
に
困

難
で
あ
る
。

　

先
ず
は
、
国
や
県
が
実
施
す

る
「
収
入
減
少
影
響
緩
和
交
付

金
（
ナ
ラ
シ
対
策
）」
や
、「
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
」
と
い
っ

た
各
種
経
営
安
定
制
度
が
生
産

者
へ
確
実
且
つ
円
滑
に
行
き
届

く
よ
う
、
情
報
の
周
知
と
相
談

体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

質
問

ふ
る
さ
と
納
税
の
基

金
を
活
用
し
た
対
策
は

考
え
て
い
る
の
か

村
長
　

直
接
的
な
価
格
補
填

や
、
赤
字
の
埋
め
合
わ

せ
と
い
っ
た
対
策
を
行
う
と
、

基
金
全
額
を
も
っ
て
し
て
も
足

り
な
い
額
を
要
す
る
。
こ
の
後

の
精
算
状
況
や
、
国
の
状
況
を

注
視
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
状

況
に
よ
り
、
あ
る
程
度
の
物
価

高
騰
分
、
再
生
産
分
等
、
様
々

な
対
策
が
考
え
ら
れ
る
と
思
う
。

質
問

福
島
県
が
健
康
長
寿

県
を
掲
げ
て
13
年
に
な

る
が
、
依
然
と
し
て
低
迷
状
態

が
続
い
て
い
る
。
特
に
喫
煙
率

は
男
性
ワ
ー
ス
ト
１
位
、
女
性

ワ
ー
ス
ト
２
位
と
な
っ
て
い
る
。

衣
服
や
髪
に
つ
く
臭
い
は
３
次

喫
煙
で
あ
り
、
勤
務
時
間
内
の

喫
煙
は
３
次
喫
煙
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
る
。
公
共
施
設
敷
地

内
は
禁
煙
に
で
き
な
い
も
の
か

伺
う村

長
　

県
の
喫
煙
率
が
全
国

的
に
見
て
依
然
と
し
て

高
い
水
準
に
あ
る
こ
と
は
、
生

活
習
慣
病
や
、
が
ん
対
策
の
観

点
か
ら
も
極
め
て
深
刻
な
課
題

で
あ
る
。
本
村
と
し
て
は
、
屋

内
は
完
全
禁
煙
と
す
る
と
と
も

に
、
屋
外
に
つ
い
て
は
、
法
令

の
例
外
規
定
に
基
づ
き
、
来
庁

者
の
動
線
や
周
囲
の
環
境
に
配

慮
し
た
「
特
定
屋
外
喫
煙
場
所
」

を
適
正
に
設
け
る
こ
と
で
、
望

ま
な
い
受
動
喫
煙
の
防
止
、
分

煙
の
徹
底
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。

質
問

３
次
喫
煙
は
な
か
な

か
避
け
ら
れ
な
い
と
思

う
。
是
非
、
敷
地
内
禁
煙
を
実

施
し
て
欲
し
い

村
長
　

敷
地
内
禁
煙
に
つ
い

て
は
、
前
向
き
に
検
討

し
た
い
。

質
問

特
別
障
害
者
手
当
の
受

給
状
況
に
つ
い
て
伺
う

村
長
　

本
村
に
お
け
る
特
別

障
害
者
手
当
の
受
給
者

数
は
、
４
名
と
な
っ
て
い
る
。

質
問

寝
た
き
り
者
の
介
護

は
非
常
に
大
変
で
あ
る
。

特
別
障
害
者
の
要
件
を
満
た
す

方
に
は
是
非
、
制
度
の
周
知
を

お
願
い
し
た
い

　

制
度
を
知
ら
ず
申
請
し
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
周
知
し
て
い
き
た
い
。

質
問

以
前
の
回
答
で
は
、

非
正
規
雇
用
で
も
支
障

は
な
い
の
で
正
規
職
員
の
採
用

は
考
え
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ

が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
判
断

し
た
の
か
伺
う

村
長
　

管
理
栄
養
士
に
つ
い

て
は
、
令
和
４
年
４
月

か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員
を
採

用
し
、
村
民
へ
の
栄
養
指
導
や
、

乳
幼
児
健
診
・
乳
幼
児
健
康
相

談
で
の
栄
養
指
導
な
ど
の
業
務

を
主
に
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
ま
た
、
住
民
健
診
や
、
健

診
結
果
説
明
会
で
の
栄
養
相
談
、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
食
育
教

育
（
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
）
も

行
っ
て
お
り
、
現
時
点
で
は
業

務
を
安
定
的
に
実
施
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
正
規
職
員
の
採
用

は
考
え
て
い
な
い
。

質
問

仕
事
に
は
、
「
こ
な

す
仕
事
」
と
「
創
造
す

る
仕
事
」
の
二
つ
が
あ
る
と
思

う
。
確
か
に
業
務
は
適
切
に
こ

な
し
て
い
る
と
思
う
が
、
現
状

の
雇
用
形
態
で
は
「
創
造
す
る

仕
事
」
ま
で
の
余
裕
が
な
い
と

思
わ
れ
る
。
や
は
り
正
規
職
員

の
採
用
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か

　

「
創
造
す
る
仕
事
」
は
大
切

で
あ
る
。
今
後
、
そ
う
い
っ
た

部
分
も
含
め
た
上
で
対
応
可
能

か
ど
う
か
検
討
し
て
い
く
。

２
０
２
６
年
産
米
の
価
格
に

つ
い
て

健
康
長
寿
県
に
関
す
る
本
村

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

特
別
障
害
者
手
当
に
つ
い
て

住
民
課
長

管
理
栄
養
士
の
正
規
職
員
の

採
用
つ
い
て

住
民
課
長

片
桐
　
英
子
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

９
月
定
例
会

議
員

  

一
般
質
問

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

質
問

難
病
を
患
っ
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
自
力
で

移
動
で
き
な
い
方
へ
の
交
通
支

援
対
策
に
つ
い
て
伺
う

村
長
　

国
・
県
に
お
い
て
は
、

指
定
難
病
に
対
す
る
医

療
費
助
成
の
制
度
は
あ
る
も
の

の
、
指
定
難
病
及
び
そ
れ
に
起

因
す
る
疾
病
の
医
療
費
が
対
象

で
、
通
院
に
係
る
交
通
費
に
つ

い
て
は
、
自
治
体
独
自
の
対
応

と
な
っ
て
お
り
、
県
内
に
お
い

て
は
い
く
つ
か
の
市
が
「
見
舞

金
」
と
し
て
支
給
す
る
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
本
村
に
お
い
て

は
、
難
病
患
者
で
あ
れ
ば
福
島

県
が
発
行
す
る
「
特
定
指
定
難

病
医
療
費
受
給
者
証
」
や
「
特

定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」
等
を

提
示
す
る
こ
と
で
、
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
難
病
患
者
を
対

象
と
し
た
交
通
支
援
に
関
す
る

助
成
は
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
。

「
湯
川
村
高
齢
者
等
移
動
支
援

事
業
」
の
中
の
自
動
車
燃
料
費

の
助
成
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が

ら
、
今
後
の
支
援
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

【
意
見
】

難
病
患
者
に
対
す
る
交
通
支

援
策
に
つ
い
て
、
先
日
若
い
お

母
さ
ん
が
私
の
と
こ
ろ
に
来
て
、

何
と
か
支
援
し
て
い
た
だ
け
な

い
か
と
い
う
よ
う
な
切
な
る
思

い
が
あ
っ
た
。
前
向
き
に
検
討

す
る
と
の
こ
と
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
た
い
。

質
問

消
防
団
の
冬
季
間
の

活
動
は
、
寒
さ
と
の
闘

い
で
も
あ
る
。
防
寒
着
等
の
配

布
な
ど
、
被
服
の
充
実
を
行
う

考
え
は
あ
る
の
か
伺
う

村
長
　

豪
雪
地
帯
で
も
あ
る

本
村
に
お
い
て
、
冬
季

間
の
火
災
出
動
や
、
防
火
訓
練

な
ど
は
厳
し
い
寒
さ
の
中
で
行

う
こ
と
と
な
り
、
過
酷
な
環
境

下
で
の
活
動
と
な
る
。
そ
の
よ

う
な
中
、
生
業
の
傍
ら
、
昼
夜

を
問
わ
ず
地
域
の
安
全
・
安
心

と
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
に
献
身
的
に
活
動
し
て
い

る
消
防
団
各
位
に
は
、
深
く
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
も
の

で
あ
る
。

　

本
村
に
お
け
る
防
寒
対
策
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
防
火
衣

の
着
用
や
活
動
服
の
下
に
イ
ン

ナ
ー
を
着
用
す
る
な
ど
の
工
夫

で
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
気

候
変
動
に
よ
る
局
地
的
な
大
雪

や
、
夜
間
の
長
時
間
に
及
ぶ
現

場
活
動
に
お
け
る
団
員
の
身
体

的
負
担
を
考
慮
す
る
と
、
衣
服

内
の
温
度
を
保
ち
、
動
き
や
す

さ
を
確
保
し
た
「
防
寒
着
」
や

「
防
寒
仕
様
の
装
備
品
」
の
導

入
は
、
団
員
の
健
康
管
理
と
安

全
な
活
動
の
た
め
に
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
国
（
消
防
庁
）
に
お
い

て
も
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
や

装
備
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
他
自
治

体
の
支
給
状
況
や
、
団
員
各
位

の
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
、
要
望
を

十
分
に
調
査
・
把
握
し
た
上
で
、

財
政
負
担
の
平
準
化
を
考
慮
し

つ
つ
検
討
し
て
い
く
。

質
問

湯
川
村
生
活
応
援
商

品
券
に
関
す
る
調
査
結

果
に
つ
い
て
伺
う

村
長
　

湯
川
村
地
域
振
興
協

同
組
合
か
ら
湯
川
村
商

工
会
に
公
開
質
問
状
が
提
出
さ

れ
た
件
に
つ
い
て
は
、
湯
川
村

商
工
会
に
お
い
て
、
６
月
30
日

に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お
い

て
協
議
さ
れ
た
こ
と
を
伺
っ
て

い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
時
点
で

は
、
湯
川
村
商
工
会
よ
り
湯
川

村
地
域
振
興
協
同
組
合
へ
回
答

書
の
提
出
は
な
さ
れ
て
い
な
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。

質
問

湯
川
村
生
活
応
援
商

品
券
に
関
す
る
調
査
結

果
に
対
す
る
村
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う

村
長
　

村
と
商
工
会
に
お
け

る
委
託
契
約
書
や
実
績

報
告
書
に
つ
い
て
は
、
書
類
上

の
不
備
が
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。
今
後
、
湯
川
村
商
工

会
か
ら
湯
川
村
地
域
振
興
協
同

組
合
へ
回
答
書
が
提
出
さ
れ
た

際
に
は
、
改
め
て
商
工
会
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

質
問

村
長
が
、
村
を
守
っ

て
い
く
と
い
う
そ
の
矜

持
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い

村
長
　

当
然
、
ど
ん
な
こ
と

に
対
し
て
も
、
誠
実
に

公
平
公
正
に
執
行
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
私
も
強
い
気
持

ち
で
対
応
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

難
病
患
者
等
に
対
す
る
交
通

支
援
対
策
に
つ
い
て

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
に
つ

い
て

６
月
定
例
会
に
お
け
る
質
問

へ
の
回
答
に
つ
い
て

髙
木
　
則
夫
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

９
月
定
例
会

議
員

  

一
般
質
問

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

質
問

振
興
計
画
に
お
け
る

10
年
後
の
人
口
目
標
は

残
念
な
が
ら
、
現
在
の
人
口
よ

り
減
少
し
た
２
５
０
０
人
の
目

標
で
あ
り
ま
す
。
私
は
今
後
、

湯
川
村
が
維
持
す
る
た
め
の
人

口
数
は
現
在
の
人
口
２
９
０
０

人
程
度
を
維
持
す
る
事
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
２
５
０
０
人
以

上
に
設
定
し
た
根
拠
を
伺
う

村
長
　

こ
の
数
値
の
設
定
に

あ
た
っ
て
は
、
決
し
て

現
状
を
諦
め
、
人
口
減
少
を
安

易
に
容
認
し
た
も
の
で
は
な
い
。

福
島
県
が
掲
げ
る
「
県
民
希
望

出
生
率
」
で
あ
る
「
1.5
人
」
に

ま
で
好
転
さ
れ
る
こ
と
を
大
前

提
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。
10

年
後
ま
で
現
状
の
人
口
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
合
計
特
殊
出

生
率
を
「
5.4
人
」
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

質
問

こ
の
計
画
で
は
、
人

口
増
の
施
策
が
見
え
て

こ
な
い
。
日
本
全
体
が
減
少
傾

向
だ
か
ら
湯
川
村
も
人
口
減
少

と
な
る
と
い
っ
た
前
提
で
の
施

策
で
は
、
今
後
の
湯
川
村
の
発

展
は
難
し
い
と
思
う
。
や
は
り

人
口
を
増
や
し
て
い
く
施
策
が

必
要
と
考
え
る
が
、
人
口
増
対

策
は
実
施
し
て
い
る
の
か

村
長
　

特
に
子
育
て
支
援
、

移
住
定
住
対
策
に
つ
い

て
補
助
金
を
様
々
な
角
度
か
ら

創
設
し
対
応
し
て
い
る
。
そ
う

い
っ
た
中
で
、
中
古
住
宅
を
購

入
し
て
、
村
に
住
む
と
い
う
方

が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
な
現

状
で
あ
る
。
今
後
も
そ
う
い
う

補
助
事
業
等
を
周
知
し
な
が
ら
、

若
い
人
た
ち
を
呼
び
寄
せ
た
い
。

質
問

10
年
先
の
財
政
運
営

を
考
え
た
場
合
、
村
長

が
特
に
重
点
的
に
取
り
組
む
事

業
は
何
か

村
長
　

重
点
的
に
取
り
組
む

事
業
に
つ
い
て
は
、
次

の
４
つ
の
観
点
で
施
策
を
展
開

し
て
い
く
。
①
自
主
財
源
の
確

保
と
徹
底
し
た
歳
出
の
削
減
・

事
業
の
見
直
し
、
②
「
小
学
校

の
統
合
」
を
は
じ
め
と
す
る
教

育
環
境
の
最
適
化
、
③
子
育
て

支
援
の
充
実
、
④
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
の
振
興

質
問

人
口
減
少
に
伴
う
税

収
減
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

高
齢
化
に
伴
う
福
祉
、
医
療
、

交
通
な
ど
の
行
政
需
要
は
今
後

増
え
る
見
込
み
で
あ
り
、
厳
し

い
財
政
状
況
が
想
像
さ
れ
る
が
、

ど
う
考
え
る
か

村
長
　

今
後
、
人
口
減
少
に

よ
り
村
税
や
、
普
通
交

付
税
の
減
少
が
想
像
さ
れ
る
。

全
て
の
人
が
満
足
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
は
困
難
に
な
っ
て
く

る
と
思
わ
れ
る
。
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
選
択
と
集
中
が
求
め
ら
れ

る
と
考
え
る
。

質
問

現
在
、
会
津
若
松
市

八
田
野
地
区
に
約
30
ｈ

ａ
の
工
業
団
地
を
整
備
す
る
計

画
が
あ
る
。
こ
の
場
所
は
本
村

か
ら
近
い
位
置
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
通
勤
圏
と
し
て
定
住
の
チ

ャ
ン
ス
だ
と
私
は
考
え
て
い
る
。

「
会
津
は
ひ
と
つ
」
の
考
え
で
、

近
隣
自
治
体
と
地
域
連
携
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か村

長
　

雇
用
、
人
口
減
少
問

題
に
お
け
る
自
治
体
間

の
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
は
、

今
後
の
地
方
行
政
に
お
い
て
非

常
に
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
市
町
村
間
の

企
業
情
報
や
工
業
団
地
の
整
備

状
況
等
の
情
報
を
共
有
し
、
連

携
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

【
意
見
】こ
の
工
業
団
地
が
で
き

れ
ば
、
１
０
０
０
人
の
雇
用
が

生
ま
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

村
の
大
き
な
発
展
の
チ
ャ
ン
ス

だ
と
捉
え
村
長
に
は
会
津
若
松

市
や
近
隣
の
自
治
体
と
手
を
組

ん
で
会
津
の
発
展
に
つ
な
が
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
欲

し
い
。

質
問

公
共
施
設
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
ど
れ
を
残

し
、
改
修
し
、
統
廃
合
し
利
活

用
す
る
な
ど
長
期
的
な
考
え
が

必
要
で
あ
る
。
特
に
、
廃
校
と

な
る
両
小
学
校
は
、
新
校
舎
建

設
と
同
時
に
計
画
を
練
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
ど

う
か村

長
　

施
設
全
体
の
適
正
管

理
や
、
長
寿
命
化
の
指

針
と
な
る
「
湯
川
村
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
」
に
つ
い
て
、

現
在
見
直
し
作
業
を
進
め
て
い

る
。
両
小
学
校
跡
地
の
具
体
的

な
利
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
統
合
小
学
校
整
備
の
議

論
が
進
む
中
で
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
。

質
問

廃
校
後
の
施
設
は
本

村
に
と
っ
て
新
た
な
財

産
と
な
る
。
特
に
勝
常
小
学
校

に
つ
い
て
は
、
近
隣
に
文
化
の

象
徴
で
国
宝
を
有
す
る
「
勝
常

寺
」
が
あ
る
。
長
い
ス
パ
ン
で

そ
の
地
域
活
性
施
設
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
に
、
過
疎
債
が

使
え
る
う
ち
に
何
ら
か
の
修
繕

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か

村
長
　

ど
の
よ
う
な
手
法
で

活
用
し
て
い
く
の
か
、

ど
の
よ
う
な
修
繕
が
必
要
な
の

か
等
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い

き
な
が
ら
、
修
繕
が
必
要
で
あ

れ
ば
、
修
繕
を
す
る
と
い
う
こ

と
で
考
え
て
い
き
た
い
。

【
意
見
】勝
常
小
学
校
は
地
域
の

防
災
施
設
で
も
あ
り
ま
す
。
万

が
一
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
勝
常
地
区
に
は
垂
直
避
難

す
る
場
所
が
勝
常
小
学
校
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
観
点
も
含

め
10
年
、
20
年
後
に
湯
川
村
に

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ

る
よ
う
な
地
域
振
興
施
設
計
画

を
お
願
い
し
た
い
。

村
長
　

い
た
だ
い
た
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
振

興
計
画
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
会
津
盆
地
の
ど
真
ん
中　

美

味
し
い
お
米
と
ほ
こ
れ
る
文
化

　

み
ん
な

で
創
ろ
う

　

笑
顔
あ

ふ
れ
る
湯

川
村
」
の

と
お
り
村

を
守
っ
て

い
き
た
い
。

10
年
後
の
湯
川
村
を
見
据
え

た
村
づ
く
り
に
つ
い
て

伊
藤
　
幸
喜

▲ 湯川村役場▲ 湯川村役場
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

９
月
定
例
会

議
員

  

一
般
質
問

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

質
問

こ
れ
ま
で
の
小
中
学

校
整
備
委
員
会
及
び
教

育
委
員
会
会
議
等
で
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う

教
育
長
　

湯
川
村
立
小
中
学

校
整
備
委
員
会
は
５

月
20
日
に
第
１
回
会
議
を
開
催

し
、
以
降
現
在
ま
で
に
計
５
回

の
会
議
を
開
催
し
た
。
そ
の
間
、

小
中
一
貫
教
育
を
行
っ
て
い
る

先
進
校
の
視
察
を
２
度
実
施
し

て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
湯
川
村

立
小
中
学
校
整
備
委
員
会
で
の

協
議
検
討
事
項
に
つ
い
て
、
事

前
に
教
育
委
員
会
定
例
会
及
び

協
議
会
で
協
議
・
意
見
交
換
を

行
い
、
整
備
内
容
の
方
向
性
を

ま
と
め
な
が
ら
検
討
を
進
め
て

い
る
。
今
後
は
、
整
備
委
員
会

で
の
意
見
を
ま
と
め
、
幼
稚
園
・

小
中
学
校
の
保
護
者
や
、
村
民

へ
説
明
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
た
う
え
で
、
湯

川
村
立
小
学
校
基
本
構
想
を
策

定
し
て
い
く
。

質
問

整
備
委
員
会
の
大
き

な
任
務
は
、
こ
れ
ま
で

の
村
民
の
意
見
や
要
望
を
取
り

ま
と
め
た
、
小
学
校
あ
る
べ
き

姿
検
討
委
員
会
の
報
告
書
を
も

と
に
基
本
方
針
や
基
本
構
想
を

ま
と
め
て
い
く
こ
と
だ
と
思
う
。

整
備
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
村

民
中
心
と
し
た
理
由
は
何
か

教
育
長
　

整
備
委
員
会
で
は
、

小
学
校
の
あ
る
べ
き

姿
検
討
委
員
会
よ
り
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
意
見
を
聴
く
た

め
に
、
幼
稚
園
や
小
中
学
校
の

保
護
者
等
を
構
成
員
と
し
た
。

【
意
見
】

現
在
の
教
育
専
門
家
は
、
福

大
の
教
授
の
み
で
あ
る
。
専
門

家
は
３
、
４
名
い
た
方
が
よ
い
。

質
問

基
本
構
想
の
策
定
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
当
初
か

ら
変
更
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て

伺
う

教
育
長
　

基
本
構
想
の
策
定

に
向
け
て
様
々
な
意

見
を
頂
戴
す
る
中
で
、
具
体
的

な
内
容
を
踏
ま
え
た
説
明
や
意

見
交
換
が
必
要
と
な
り
、
会
議

や
視
察
回
数
が
増
え
た
こ
と
が

遅
れ
た
主
な
理
由
で
あ
る
。
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る

建
設
候
補
地
を
構
想
に
盛
り
込

む
考
え
で
あ
る
こ
と
や
、
す
で

に
具
体
的
な
意
見
に
つ
い
て
も

一
定
程
度
聴
取
で
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
次
の
段
階
で
あ
る
基

本
計
画
・
基
本
設
計
を
令
和
９

年
９
月
ま
で
に
完
了
す
る
と
い

う
全
体
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に

影
響
は
な
い

も
の
と
考
え

て
い
る
。

質
問

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
前
に
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
と
、
整
備
計
画
の
方
向

性
を
中
心
と
し
た
説
明
を
村
民

に
す
る
の
が
先
で
は
な
い
か

教
育
長
　

基
本
構
想
案
を
村

民
に
示
し
た
後
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す

る
。
そ
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
始
め
て
か
ら
早
い
う

ち
に
村
民
へ
の
説
明
会
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

本
年
６
月
以
降
の
見

直
し
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
伺
う

村
長
　

６
月
以
降
は
、
客
観

的
か
つ
実
効
性
の
あ
る

判
断
を
下
す
た
め
、
「
公
共
施

設
の
現
地
調
査
」
を
実
施
し
、

各
施
設
の
老
朽
化
の
度
合
い
や

利
用
実
態
、
維
持
管
理
上
の
課

題
な
ど
を
確
認
・
集
約
し
た
。

さ
ら
に
こ
の
調
査
結
果
を
課
長

以
上
で
構
成
す
る
「
公
共
施
設

の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
で
協

議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
に

お
け
る
機
能
の
選
択
と
集
中
に

よ
る
規
模
の
適
正
化
や
、
既
存

施
設
の
有
効
活
用
を
含
め
た
整

備
手
法
の
柔
軟
な
見
直
し
を
視

野
に
検
討
を
進
め
て
行
く
。

質
問

令
和
８
年
産
米
の
米

価
が
大
幅
に
下
落
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
、
今
後
の
再

生
産
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
る
場
合
、
村
と
し
て
救
済
・

補
償
の
検
討
は
し
て
い
る
の
か

伺
う村

長
　

米
価
の
下
落
と
生
産

費
の
高
騰
は
、
農
業
者

の
生
産
意
欲
の
減
退
と
離
農
の

加
速
化
な
ど
農
業
経
営
に
影
響

を
与
え
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
米
価
下

落
に
よ
る
赤
字
分
を
村
が
補
填

す
る
よ
う
な
救
済
補
償
に
つ
い

て
は
、
本
村
の
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
、

現
時
点
で
は
直
接
的
な
支
援
を

行
う
計
画
は
な
い
。
今
後
の
再

生
産
の
維
持
に
向
け
て
は
、
国

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
活
用

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

質
問

生
産
費
と
買
取
価
格

の
差
が
一
俵
当
た
り
５

０
０
０
円
以
上
も
あ
る
。
村
長

と
し
て
農
家
を
守
る
意
気
込
み

を
聞
か
せ
て
ほ
し
い

村
長
　

令
和
８
年
産
米
の
概

算
金
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
の
米
価
か
ら
見
れ
ば
、
半

減
す
る
よ
う
な
価
格
が
提
示
さ

れ
た
と
こ
ろ
だ
。
現
在
、
国
に

よ
る
備
蓄
米
の
買
取
り
を
追
加

で
行
う
よ
う
自
民
党
が
要
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
中
で
米
価
も
持
ち
直
し

て
く
る
可
能
性
も
あ
る
と
期
待

し
て
い
る
。

　

た
だ
、
生
産
コ
ス
ト
と
米
価

の
開
き
が
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。

　

そ
の
部
分
を
全
て
村
の
財
源

で
賄
う
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
今
後
、
国
の
救
済
措
置

が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
そ
れ
ら

見
極
め
な
が
ら
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

湯
川
村
立
小
中
学
校
の
整
備

事
業
に
つ
い
て

複
合
施
設
建
設
計
画
の
見
直

し
に
つ
い
て

令
和
８
年
産
米
の
米
価
に
つ
い
て

廣
川
　
文
夫

▼ 湯川中学校▼ 湯川中学校
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

９
月
定
例
会

議
員

  

一
般
質
問

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

質
問

地
震
や
大
雨
と
い
っ

た
夏
場
に
お
け
る
災
害

が
全
国
的
に
発
生
し
て
お
り
、

避
難
所
の
冷
房
整
備
が
早
急
に

必
要
と
考
え
る
が
、
村
と
し
て

村
体
育
館
に
冷
房
を
整
備
す
る

考
え
は
あ
る
か
伺
う

村
長
　

近
年
は
、
地
震
や
大

雨
等
の
災
害
に
加
え
、

夏
場
の
猛
暑
の
中
で
避
難
生
活

を
送
る
事
例
が
全
国
的
に
み
ら

れ
、
避
難
所
に
お
け
る
熱
中
症

対
策
の
重
要
性
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
高
ま
っ
て
い
る
。
村
体
育

館
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
に
多

く
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
施

設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
避
難
者

の
安
全
確
保
や
、
生
活
環
境
の

改
善
の
観
点
か
ら
、
冷
房
設
備

の
整
備
は
有
効
な
手
段
の
一
つ

と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
、
施

設
を
所
管
す
る
教
育
委
員
会
と

連
携
・
協
議
を
し
な
が
ら
、
整

備
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

質
問

現
在
実
施
し
て
い
る

村
体
育
館
の
照
明
工
事

に
合
わ
せ
て
冷
房
の
整
備
を
し

て
は
ど
う
か

　

体
育
館
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、

公
共
施
設
の
修
繕
計
画
に
お
い

て
令
和
11
年
度
以
降
に
検
討
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
現
状
、

い
つ
と
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。

質
問

中
学
校
の
体
育
館
も

災
害
時
の
避
難
所
と
な

る
の
で
、
冷
房
整
備
を
計
画
に

入
れ
て
は
ど
う
か

教
育
長
　

中
学
校
体
育
館
に

係
る
冷
房
設
備
に
つ

い
て
は
、
統
合
小
学
校
の
建
設

に
合
わ
せ
て
導
入
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

質
問
　

最
近
、「
湯
川
村
に
家

を
建
て
た
い
、
住
み
た

い
」
と
い
っ
た
話
を
聞
く
。
村

と
し
て
、
移
住
・
定
住
策
の
具

体
的
な
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う

村
長
　

近
年
の
移
住
相
談
者

は
、
「
移
住
先
に
拠
点

を
移
す
」
と
い
う
観
点
か
ら
、

主
な
生
活
拠
点
と
は
別
の
地
域

へ
生
活
拠
点
を
設
け
、
２
つ
の

地
域
を
行
き
来
し
な
が
ら
暮
ら

す
「
二
地
域
居
住
」
を
希
望
す

る
方
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。
県

外
か
ら
の
移
住
者
を
獲
得
す
る

た
め
に
は
、
湯
川
村
が
ど
ん
な

地
域
で
、
ど
の
よ
う
な
特
色
が

あ
る
か
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
本
村
で
は
有

効
な
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

空
家
を
活
用
し
た
移
住
体
験
施

設
の
整
備
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今

後
は
、
空
家
所
有
者
へ
の
意
向

調
査
等
を
実
施
し
な
が
ら
、
活

用
で
き
る
空
家
を
調
査
し
、
有

効
的
な
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問

お
試
し
移
住
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か

村
長
　

移
住
・
定
住
に
お
い

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ

け
で
は
中
々
わ
か
ら
な
い
部
分

が
あ
る
か
と
思
う
。
20
～
30
年

住
む
の
で
あ
れ
ば
、
実
際
に
住

ん
で
み
る
必
要
が
あ
り
、
そ
う

い
う
部
分
で
は
、
お
試
し
移
住

は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問

笈
川
小
学
校
付
近
は
、

交
通
の
便
も
良
い
、
住

宅
地
に
向
い
て
い
る
の
で
は
な

い
か村

長
　

良
い
提
案
を
い
た
だ

い
た
。
ご
意
見
と
し
て

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

質
問

今
年
か
ら
移
住
・
定

住
関
係
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
活
躍
さ
れ
て
あ
り
が

た
い
と
感
じ
て
い
る
。
今
後
、

空
家
の
所
有
者
や
管
理
者
を
含

め
適
切
な
整
理
を
お
願
い
し
た

い質
問

こ
れ
か
ら
の
季
節
、

熊
出
没
の
警
戒
期
間
に

入
る
か
と
思
う
が
、
熊
の
隠
れ

家
に
な
り
そ
う
な
河
川
周
辺
の

遊
休
農
地
等
の
除
草
対
策
に
つ

い
て
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う

村
長
　

熊
は
、
河
川
敷
や
、

適
正
な
管
理
が
な
さ
れ

て
い
な
い
遊
休
農
地
な
ど
、
見

通
し
の
悪
い
場
所
を
移
動
経
路

や
身
を
隠
す
場
所
と
し
て
利
用

す
る
習
性
が
あ
る
た
め
、
集
落

周
辺
に
お
け
る
草
木
の
繁
茂
を

抑
え
、
見
通
し
を
確
保
す
る
こ

と
は
、
熊
の
出
没
を
抑
制
す
る

上
で
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
は
、
熊
の

出
没
が
確
認
さ
れ
た
地
域
や
、

集
落
周
辺
な
ど
、
特
に
対
策
が

必
要
な
箇
所
を
把
握
し
た
う
え

で
、
河
川
管
理
者
や
土
地
所
有

者
、
地
域
住
民
等
と
連
携
し
、

除
草
や
環
境
整
備
に
つ
い
て
関

係
課
機
関
に
対
応
を
要
請
し
て

い
く
。

質
問

熊
対
策
に
つ
い
て
今

後
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か

村
長
　

民
有
地
に
つ
い
て
は

所
有
者
に
、
公
有
地
で

あ
れ
ば
そ
れ
ぞ

れ
の
行
政
機
関

に
依
頼
し
て
い

く
。

避
難
所
冷
房
整
備
に
つ
い
て

社
会
教
育
課
長

移
住
・
定
住
に
つ
い
て

熊
対
策
に
つ
い
て

篠
竹
　
正
弘

▲ 湯川村体育館▲ 湯川村体育館

上記ＱＲから
動画でご覧に

所
有
者
に
、
公
有
地
で
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

９
月
定
例
会

議
員

  

一
般
質
問

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

質
問

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
様
々
な
議

論
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、

現
在
の
活
用
事
例
に
つ
い
て
伺
う

村
長
　

生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て

は
、
行
政
事
務
の
効
率

化
や
職
員
の
業
務
負
担
の
軽
減

を
図
る
観
点
か
ら
活
用
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
村
で
は
、
今
年

度
か
ら
自
治
体
向
け
生
成
Ａ
Ｉ

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
開
始
し
た
。

現
在
は
、
主
に
、
行
政
文
書
の

た
た
き
台
の
作
成
や
、
文
章
の

要
約
、
表
現
の
見
直
し
な
ど
、

内
部
事
務
の
補
助
に
活
用
し
て

い
る
。

質
問

生
成
Ａ
Ｉ
の
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
事
務
負

担
の
軽
減
か
ら
、
よ
り
良
い
政

策
検
討
に
注
力
で
き
る
こ
と
に

あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
メ
リ
ッ

ト
を
職
員
全
体
で
共
有
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か

村
長
　

お
見
込
み
の
と
お
り
、

情
報
を
共
有
し
、
業
務

の
効
率
化
や
経
費
の
節
減
に
つ

な
げ
た
い
。

質
問

生
成
Ａ
Ｉ
活
用
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
著
作
権

に
注
意
す
る
よ
う
記
載
は
あ
る

の
か

　

村
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、

機
密
情
報
や
、
法
令
、
契
約
等

に
よ
り
非
公
開
で
あ
る
情
報
な

ど
外
部
に
流
出
し
た
際
に
問
題

と
な
る
よ
う
な
内
容
は
入
力
し

な
い
こ
と
や
、
権
利
関
係
の
部

分
に
つ
い
て
も
、
使
用
す
る
際

は
十
分
注
意
す
る
よ
う
明
記
し

て
い
る
。

【
意
見
】生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
あ

た
っ
て
は
著
作
権
等
に
十
分
注

意
す
る
等
、
慎
重
に
進
め
て
ほ

し
い
。

質
問

本
村
の
英
語
教
育
に

対
す
る
教
育
方
針
に
つ

い
て
伺
う

教
育
長
　

本
村
で
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
な
ど
急
速

に
変
化
す
る
社
会
情
勢
に
対
応

で
き
る
児
童
・
生
徒
を
育
成
す

る
た
め
、
英
語
教
育
の
充
実
を

図
っ
て
行
く
方
針
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
２
名
体
制

と
し
、
保
育
所
、
幼
稚
園
の
幼

児
期
か
ら
英
語
に
触
れ
る
機
会

を
増
や
す
と
と
も
に
、
英
語
で

の
活
動
を
楽
し
む
時
間
の
工
夫

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
文
部

科
学
省
が
掲
げ
て
い
る
「
中
学

校
卒
業
時
ま
で
に
、
英
語
検
定

３
級
以
上
を
取
得
し
て
い
る
生

徒
の
割
合
を
60
％
以
上
と
す
る
」

と
い
う
目
標
達
成
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
学
校
側
の

調
整
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
か

教
育
長
　

学
校
側
に
Ａ
Ｌ
Ｔ

の
担
当
職
員
が
お
り
、

互
い
に
打
合
せ
を
行
い
対
応
し

て
い
る
。

質
問

本
村
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
英
語
教

育
、
特
に
Ａ
Ｉ
と
英
語
と
い
う

も
の
は
外
せ
な
い
と
思
う
。
そ

れ
を
ど
う
組
合
せ
本
村
独
自
の

教
育
、
方
針
を
つ
く
っ
て
い
く

の
か
が
大
事
に
な
る
と
思
う
が

ど
う
か

教
育
長
　

統
合
小
学
校
の
整

備
コ
ン
セ
プ
ト
の
中

に
も
、
英
語
学
習
つ
い
て
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
に
対
応

で
き
る
、
子
供
た
ち
の
育
成
と

い
う
こ
と
か
ら
も
、
今
後
、
Ａ

Ｉ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
な
が
ら
、

英
語
力
を
高
め
て
い
け
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

【
意
見
】中
学
校
の
う
ち
に
英
検

３
級
を
取
得
し
て
い
る
の
と
取

得
し
て
い
な
い
の
で
は
、
高
校

に
入
学
後
、
差
が
出
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
２
名
い

る
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
に
い

る
の
だ
か
ら
、
是
非
Ａ
Ｌ
Ｔ
を

活
用
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

質
問

本
年
度
、
米
の
価
格

が
大
幅
に
下
落
し
た
場

合
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う

村
長
　

本
年
産
米
の
大
幅
な

下
落
に
つ
い
て
は
、
農

業
者
の
生
産
意
欲
の
減
退
に
直

結
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
本
村

農
業
の
衰
退
、
ひ
い
て
は
、
集

落
維
持
の
危
機
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
村
と
し
て
も
何
ら
か
の
支

援
を
講
じ
た
い
思
い
は
あ
る
が
、

村
単
独
で
の
価
格
補
償
対
策
や

財
政
支
援
を
行
う
こ
と
は
非
常

に
難
し
く
、
現
時
点
で
は
、
農

業
経
営
を
支
え
る
公
的
な
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
「
収
入

減
少
影
響
緩
和
交
付
金
（
ナ
ラ

シ
対
策
）」
や
、「
農
業
経
営
の
収

入
保
険
」
と
い
っ
た
制
度
を
最

大
限
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
情

報
の
周
知
と
相
談
体
制
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問

米
価
の
下
落
は
、
本

村
の
税
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
る
。
こ
れ
だ
け
大
幅

な
下
落
を
踏
ま
え
る
と
、
現
状

を
国
に
分
か
っ
て
も
ら
う
た
め

に
緊
急
要
望
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か

村
長
　

村
米
価
の
大
幅
な
下

落
は
、
農
家
の
生
産
意

欲
を
減
退
さ
せ
て
し
ま
う
。
国

へ
の
緊
急
要
望
は
必
要
と
考
え

る
。

質
問

ス
マ
ー
ト
農
業
を
推

進
し
て
い
る
が
、
レ
ー

ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー
や
バ
ー
チ
カ
ル

ハ
ロ
ー
と
い
っ
た
整
地
の
た
め

の
機
器
の
活
用
実
績
が
乏
し
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
が

　

毎
年
、
活
用
の
計
画
は
し
て

い
た
が
、
天
候
不
順
に
よ
り
、

ほ
と
ん
ど
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

【
意
見
】農
家
か
ら
利
用
希
望
の

声
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的

に
活
用
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て

総
務
課
長

英
語
教
育
に
つ
い
て

農
業
施
策
に
つ
い
て

産
業
建
設
課
長

斎
藤
　
賢
一

▲ ドローンによる追肥作業▲ ドローンによる追肥作業
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

９
月
定
例
会

議
員

  

一
般
質
問

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

質
問

本
村
で
は
少
子
高
齢

化
が
進
み
、
若
者
は
都

市
部
へ
流
出
し
て
お
り
、
過
疎

化
が
進
ん
で
い
る
。
村
の
活
性

化
の
為
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
の
か
伺
う

村
長
　

少
子
高
齢
化
問
題
は
、

本
村
だ
け
で
は
な
く
、

全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
為
に
は

国
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
議

員
の
言
う
通
り
、
村
内
出
身
の

若
者
の
多
く
は
、
村
外
へ
転
出

さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
背
景
と

し
て
、
雇
用
の
場
が
少
な
い
、

商
業
施
設
等
の
娯
楽
の
場
が
な

い
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

近
年
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
施
策
に

取
り
組
む
自
治
体
が
増
加
し
て

お
り
、
本
村
に
お
い
て
も
定
住

策
や
就
業
支
援
と
い
っ
た
方
面

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

本
村
で
は
、
子
育
て
世
帯
の

方
が
新
築
住
宅
を
建
て
村
外
か

ら
移
り
住
む
方
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
現
在
も
一
定
数
そ
う
い

っ
た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
面
積
の
ほ
と
ん
ど
が
農
地

で
あ
る
本
村
で
は
、
紹
介
で
き

る
宅
地
に
限
り
が
あ
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
そ
の
解
決
策
と
し

て
、
空
家
対
策
に
取
り
組
み
、

紹
介
で
き
る
物
件
及
び
宅
地
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
有
効
的
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
年
度

よ
り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

着
任
し
た
１
名
は
、
「
移
住
定

住
支
援
・
空
家
対
策
」
を
任
務

と
し
て
、
課
題
解
決
の
た
め
日

々
活
動
し
て
お
り
、
現
在
は
、

「
空
家
・
空
地
バ
ン
ク
」
を
活

用
し
、
移
住
希
望
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
や
普
段
の
窓
口
対

応
だ
け
で
な
く
首
都
圏
開
催
の

移
住
イ
ベ
ン
ト
に
て
相
談
対
応

業
務
な
ど
に
取
り
組
ん
で
も
ら

っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
若
者
や
移
住
希
望

者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
施
策
を
調
査
・
研
究
し
な
が

ら
、
少
子
高
齢
化
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

質
問

ふ
る
さ
と
住
民
登
録

制
度
と
い
う
も
の
が
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
な
も
の
か

副
村
長
　

ふ
る
さ
と
住
民
登

録
制
度
と
は
、
実
際

に
住
ん
で
い
な
く
て
も
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
使
っ
て

特
定
の
自
治
体
に
「
第
２
の
住

民
票
」
の
よ
う
に
登
録
し
、
地

域
と
継
続
的
な
関
わ
り
を
持
て

る
仕
組
み
で
あ
る
。
総
務
省
主

導
の
も
と
、
２
０
２
６
年
度
中

の
本
格
運
用
に
向
け
た
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
具
体
的

に
登
録
す
れ
ば
、
そ
の
自
治
体

の
イ
ベ
ン
ト
や
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
案
内
等
が
ス
ー
ト
フ
ォ
ン
へ

送
ら
れ
て
く
る
。
こ
の
事
業
に

よ
り
、
関
係
人
口
、
交
流
人
口

の
増
が
期
待
さ
れ
る
。

質
問

在
京
湯
川
会
の
活
動

に
つ
い
て
伺
う

村
長
　

先
日
、
在
京
湯
川
会

の
総
会
に
出
席
し
た
。

14
名
の
会
員
が
参
加
さ
れ
た
が
、

中
で
も
若
手
の
会
員
が
増
え
た

よ
う
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
会
員

の
皆
が
村
に
対
し
と
て
も
愛
着

を
持
っ
て
お
り
、
新
米
祭
に
も

参
加
す
る
と
の
こ
と
で
、
今
後
、

村
と
の
交
流
も
深
め
て
い
き
た

い
と
感
じ
た
。

質
問

「
道
の
駅
あ
い
づ
湯

川
・
会
津
坂
下
」
を
活

用
し
た
村
づ
く
り
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
う村

長
　

道
の
駅
あ
い
づ
湯
川
・

会
津
坂
下
は
昨
年
度
約

１
３
０
万
人
の
方
が
来
場
し
、

地
域
活
性
化
の
要
と
し
て
機
能

し
て
い
る
。
来
場
者
数
に
つ
い

て
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る

が
、
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
が
加
速
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
現
在
の
集
客
規
模

が
ピ
ー
ク
で
あ
る
と
い
う
懸
念

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
タ

ー
ゲ
ッ
ト
層
の
獲
得
の
た
め
の

拠
点
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
本

村
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
省

阿
賀
川
河
川
事
務
所
、
会
津
坂

下
町
と
共
に
佐
野
目
地
区
か
わ

ま
ち
づ
く
り
（
第
２
期
）
計
画

に
基
づ
き
、
ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ

ー
ツ
・
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ド
ッ
グ

ラ
ン
と
い
っ
た
各
エ
リ
ア
の
整

備
を
予
定
し
て
お
り
、
阿
賀
川

の
水
辺
空
間
と
道
の
駅
が
融
合

し
た
多
様
な
空
間
づ
く
り
を
進

め
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

幅
広
く
親
し
め
る
新
た
な
賑
わ

い
づ
く
り
の
創
出
と
地
域
活
性

化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

活
力
あ
る
村
づ
く
り
に
つ
い
て

三
澤
　
榮
三

▲ 道の駅あいづ湯川・会津坂下▲ 道の駅あいづ湯川・会津坂下
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議会の傍聴と議会中継 録画配信のご案内
　湯川村議会では、年 4回（6･9･12･3 月）定例会を開いております。議会は傍聴できますので、ぜひお
越しいただき臨場感ある村政議論をご覧ください！（傍聴時は携帯電話の使用や私語等は厳
禁です。）
　また、議会の中で議員から村当局への質問（一般質問）については、録画中継を公開して
おります。一般質問は、行政に対し疑問点をただし、政治姿勢や政策の目的・効果を明らか
にさせる議会活動の一つです。
　スマートフォンやパソコンで見ることができますので、こちらもあわせてご覧ください。

村長と合同で中央要望を実施してきました！村長と合同で中央要望を実施してきました！

編編 

集集 

後後 

記記

今
年
の
秋
は
、
例
年
よ
り
多

く
台
風
が
発
生
し
て
お
り
、
日

本
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
は
、
海
に
囲
ま
れ
、
無

数
の
活
断
層
上
に
あ
り
ま
す
。

我
々
は
災
害
と
無
縁
で
は
暮
ら

し
て
い
け
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
来
る
べ
き
災
害
に
備
え
て

日
頃
か
ら
準
備
が
必
要
で
す
。

〝
自
分
と
大
切
な
家
族
の
命
を

守
る
た
め
に
！
〟

そ
の
た
め
に
も
、
い
つ
来
る

の
か
わ
か
ら
な
い
災
害
の
為
に

防
災
意
識
を
高
め
て
お
く
こ
と

は
有
効
で
す
。

私
は
５
年
前
に
防
災
グ
ッ
ズ

10
点
セ
ッ
ト
を
購
入
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
の
９
月
に
は
、

充
電
式
蓄
電
池
一
式
を
新
た
に

購
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

防
災
に
必
要
な
も
の
を
買
い
足

し
て
災
害
に
備
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
三
澤
榮
三
）

委
員
長

三　
澤　
榮　
三

副
委
員
長

神　
田　
武　
宜

委　
員

篠　
竹　
正　
弘

片　
桐　
英　
子

　
川　
文　
夫

議
会
広
報
広
聴
委
員
会

　少子高齢化が進む本村にとって、今後の村の財源を確保することは大変重要な課題となってお
ります。とりわけ村の歳入予算（収入）の約半分を占める「地方交付税」は自主財源の乏しい本
村にとって「要」の財源であります。
　また、村が事業を行う上で貴重な財源でありました「過疎対策事業債」も令和９年度をもって
活用できなくなることも財政不安の大きな要素となっております。
　一方、本村の基幹作業である「農業」においても、その中心を占める水稲において米価の乱高
下により農業後継者がなかなか育たず農業者数が減少しております。
　湯川村議会としては、こうした問題について村と話し合い、合同で国に対し要望することを決
め、令和８年７月13日（月）に、地元選出国会議員や、総務省及び農林水産省を訪問し、要望書を
提出してきました。
　なお、総務省では総務大臣自ら応対され、村の切実な状況を傾聴されておりました。

１. 地方税の偏在是正と地方財源の確保について　総務大臣他
　・ 地方交付税の算定方法の見直しを含め、地方税における更なる偏在是正策を実施し、小規

模自治体でも安心して行政運営が行えるよう対応することを望む。
　・ 財政力指数の低い自治体が、人口要件等により過疎地域から外れた場合でも、引き続き健

全な行政運営が行えるよう、新たな財政支援策を望む。

２. 生産費ベースでの米の所得補償を求める要望について　農林水産大臣他
　・ 現在、国が実施する経営所得安定対策や収入保険では、対象が認定農業者で青色申告加入

実績が必要など要件も多く、対策が不十分である。
　　 　農業所得の安定化を図る意味でも公営機財団法人 米穀安定供給確保支援機構が算出する

米のコストの積み上げ値である「コスト指標」を基に、米価の下落や、生産コストの上昇
があった際は、所得の補償を行う制度の導入を望む。

国への要望内容国への要望内容

▶▶ 

総
務
大
臣
へ
の
要
望

総
務
大
臣
へ
の
要
望

◀◀ 

農
林
水
産
大
臣
・
政
務
官
へ
の
要
望

農
林
水
産
大
臣
・
政
務
官
へ
の
要
望


